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日 本 工業規格 



JIS 



薄い 材料の 防炎 性 試験 方法 

(45。 メッケル パーナ 法） 

Method ot Flame Test for Materials 

1. 敏 則 

!•! 範囲 この 規格 は, 45。 メグ ゲル パーナ 法に よる 厚さ 5 mm 未満の ボート ，，プレート， シート， フィルム， 
厚手 布地, および これらに 類似す る 平板な 材料の 防炎 性 試験 方法に ついて 規定す る。 ただし， 2.1 に 規定す る 防炎 3 极 
に 達しない 性能の 薄い 材料の 防炎 性の 効果的な 評価に は， この 試験 方法 は 適用で きない。 

1-2 防炎 性 試験 は 3. に 規定す る 試験 体 を 用い， も に 規定す る 加熱 試験 装置に よって， 5. に 規定す る 方法で 加熱 試 
験 を 行なう。 

1.3 材料の 表裏 両面の 性状が 異なる 場合に は， 表裏 両面に ついて 試験 を 行なう。 
1.4 材料の 部分に より 材質 的に 養異が ある 場合に は， 各部 分に ついそ 試験 を 行なう。 
1.5 材料に 方向 性が ある 場合に は， 各方 向に ついて 試験 を 行なう。 

2. 防炎 性の 種類 

2.1 防炎 性の 種類 は， 表 1 のとお りに 区分す る。 



表 1 



糠 類 


炭化 長 


残 炎 


残 じん 


防炎 1 級 


5 cm 以下 


な し （り 


1 分 後に 存 しない こと 


防炎 2 鈒 


10 cm 以下 


5 秒 以下 


1 分 後に 存 しない こと 


防炎 3 級 


15 cm 以下 


5 秒 以下 


1 分 後に 存 しない こと 



注 (1) 大体 1 秒 以下の ことで ある。 



3. K 験 

3.1 試験 体の 形状 は， 約 30x20cm とし， その 厚さ は 製品 使用 時の 厚さと する。 
3.2 Ma 体の 前 KM つぎの （1) または （2) による。 

(1) A 法 およそ 気 乾 状態の 試験 体 を 5()±2*^C で 48 時間 乾燥し， ついで これ を 乾燥 用 シリカゲル を 入れた デ 

シ ケータ 中に 24 時間 放置して から 加熱 試験 を 行なう。 

(2) B 法 試験 体 を 試験 体重 量の 20 倍 以上の 重量の 50。C の 温湯 中に 30 分 間 浸せき し fc のち 50±2。C で 48 

時間 乾燥 し， ついで これ を 乾燥 用シ リ 力 ゲル を 入れた デシ ケータ 中に 24 時間 放置 して か ら 加熱 試 
験 を 行なう。 

4. 加熱 |«|^£ 

4.1 加熱 試験 は B に 示す 装置 を 用い， 容器 内で 行なう。 

4.2 加 熟 試験に 用いる パーナ は， 高さ 160 mm, 内径 20 mm の メッケル パーナ を 用い， 1 次 空気 を 混入し ないで 
ガス だけ を 送 入す る。 

4.3 加熱 試験に 用いる 燃料 は， JIS K 2240 〔液化 石油 ガス （LP ガス)〕 に 規定され た 液ィ匕 石油 ガス 5 号 （ブタンお 
よび ブ チレン を 主体と する もの） を 用いる。 \ 
4.4 試験 体 は H に 示す 支持 わくに はさみ， たるみの ないよう にして， 加 熟 試験 装置に 取 付ける。 
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5. 加熱 it!^ 

5.1 に 示す 加熱 試験 装置の 所定の 位置に パーナ を 置き， 支持 わく を 取り付けない 状態で， 炎の 長さが 65mm に 
なる ように 調整す る。 

5.2 パーナの 点火に は 感応 コイル を 使用し， 加熱の 終了に は 燃料 コック を 閉じる。 
5.3 加熱 時間 は 10 秒， 20 秒， 30 秒， 1 分， 2 分， 3 分の 6 種類と する。 
5.4 測定 項目 は， 炭化 長， 残 炎， 残 じんと する。 また 試験 中の 燃焼 状態 を 記録す る。 
5.5 残 炎 は 加熱 終了 時から 試験 体が 炎 を あげて 燃え 続ける 時間 を 測定す る。 

5.6 残 じんと は 加 熟 終了 時から 無 炎 燃焼して いる 状態 をい う。 これ は， 加熱 終了 時から 1 分 後に 観察に よって 判定 
する。 ただ し 表面 がら 内部の 無 炎 燃焼が 観察で きない 材料で は， 加熱 終了後 1 分 目に ナイフで 約 1 cm 間隔の きず をつ 
けて 観察す る。 

5.7 炭化 長 は， 試験 体の 加熱 面の 炭化 部分 （ 2 ) について 支持 わくの 長 手 方向の 最大 長さ を 測定す る。 

注 （ 2 ) 炭化して 明らかに 強さが 変化して いる 部分。 
5.8 試験 結果の 判定に は， 炭化 長， 残 炎， 残 じんの 各 測定 項目に ついて， それぞれの 試験 体のう ちの 最大の 値 を 採 
用す る。 

5.9 加 熟 時間 中に 火の ついた 溶融 落下 物が ある 場合の 判定に ついては， 別途 考慮す る 必要が ある。 

6. 試験 回数 試験の 回数 は， 各 加熱 時間に つき 3 回 （ 3 ) とする。 

注 （ 3 ) 試験 体の 材質が 1*3 から 1.5 の 場合に は， おのおの について 3 回 試験す る。 

7. 結果の 表示 試験 結果に は， つぎの 事項 を 記載す る。 

(1) 材料 名お よび その 厚さ 

(2) 防炎 性の 種類， 試験 体の 前 処理 方法お よび 加熱 時間 

(3) 炭化 長， 残 炎お よび 残 じん， ならびに 防炎 上 主要な 観察 事項 

(4) 試験 年月日， 試験機 関お よび 試験 担当者 名 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 技術 部 規格 開発 課へ FAX ： 03 — 3405 — 5541 で ご連絡く ださい。 

★ JIS 規格 票の 正誤 票が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌" 標準化 ジャーナル" に， 正' 誤の 内容 を 掲載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火曜日に， "日錢 産業 新聞" 及び" 日刊 工業 新聞" の JIS 発行の 広告欄で， 正誤 票 
が 発行 された JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 を お知らせい た します。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正誤 票が 発行され た 場合に は 自動 
的 にお 送りいた します。 

★ JIS 規格 票の ご注文 及び 正誤 票 を ご 希望の 方 は， 普及 事業部 普及 業務 課 （FAX ： 03 一 3583 - 0462) 
又は 下記の 当 協会 各 支部へ FAX でお 願いいた します。 
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